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4-1-1 子育てネットワーク構築支援事業 ○

4-1-2 なにわっ子すくすくスタート事業 ○

4-1-3 保育所待機児童の解消 ○

5-1-1 はぐくみネットを核とした学校支援のネットワークの活性化支援 ○

5-1-2 特色ある学校づくりの支援 ○

経営課題５ 教育 達成状況

戦略5－1 教育コミュニティの発展、学校と区役所の連携

○目標達成　×目標未達成

経営課題４ 子育て 達成状況

戦略4－1 子育て不安を軽減し、安心して子育てできる取組の充実

★ 運営方針の達成状況（子ども・教育部会） ★



 

平成２６年度

☆経営課題

 

経営課題４ 子育て 

・地域社会全体で子育て中の保護者

築していく必要がある。 

・子育てに関して、さまざまな

・仕事と家庭の両立支援が図られるよう

要がある。 

 

○主な具体的な取組内容  

【４－１ 子育て不安を軽減し

①  子育てネットワーク構築支援事業
 

 

 

 

•①「ひがしなりっ
350名以上

業績目標

•①407人

•地域子育てサークル

•子育て応援隊事業

•子育てフォーラムの

•プラザフェスタの

取組実績

•【課題】新規登録者数
子育てを支える方々
そう拡充する方策

•【改善策】地域の
「ひがしなりっ子
を高め、登録者増
充実を図る。

課題と改善策等

1 

年度 東成区 区政運営の振り返

経営課題ごとの取組実施状況☆ 

保護者を支援していくなど、安心して子育

さまざまな機会や多様な媒体を活用した情報提供が

られるよう、保育所待機児童ゼロの状況を

し、安心して子育てできる取組の充実 】

構築支援事業〔予算額 490千円〕  

ひがしなりっ子 すくすく・つながるクラブ」の新規登録者数

てサークル合同イベントの開催（149組の親子の

応援隊事業：12回（107組の親子の参加）

てフォーラムの開催（186組の親子の参加）

プラザフェスタの開催（313人の参加）

新規登録者数は概ね予定通り進捗しているが、保護者
方々とのつながりづくりを支援するため、
方策を検討する必要がある。

の関係団体・機関はもとより、地元店舗や
子 すくすく・つながるクラブ」の登録カードの

登録者増につなげるとともに、子育て支援機会や
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返り 

子育てできる仕組みを構

が必要である。 

を引き続き維持する必

】 

 

新規登録者数：

の参加）

保護者と地域の
、登録者をいっ

や企業と連携し、
カードの利便性
や情報発信等の

目標 

達成 



 

②  なにわっ子すくすくスタート

 

③  保育所待機児童の解消〔

 

 

 

 

•①子育て世帯へのアンケートにおいて
ると感じる人の割合

業績目標

•①88.2％

•編集会議：2回実施

•子育て情報誌の発行

取組実績

•【課題】子育て情報
反映した内容にしていく

•【改善策】地域子育
とともに、より多

課題と改善策等

•①平成27年4月1

業績目標

•①0人

•平成２６年１０月
定員１９名中、１９
ている。

取組実績

•【課題】待機児童
きかけるとともに

•【改善策】各園を
保育の入所にあたり

課題と改善策等

2 

すくすくスタート事業〔予算額 227千円〕  

〔予算額 － 〕  

へのアンケートにおいて、地域の子育て情報
割合：60％

回実施

発行：1回

情報を充実するため、子育て中の保護者のニーズをより
にしていく必要がある。

地域子育てボランティアと企画・実施し、事業
多くの子育て世帯の参加を促していく。

1日現在待機児童：0人

月１日小規模保育「東中本みらい保育園」
１９名の入所となっており、待機児童の解消

待機児童の解消に向け、引き続き民間保育所へ入所枠拡大
きかけるとともに、待機児童家庭に、小規模保育事業の周知

を回り一人でも多くの入所枠確保に努める
にあたり、広報紙で周知する。
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情報が充実してい

のニーズをより

事業の充実を図る

」開設。
解消につながっ

入所枠拡大を働
周知を図る。

める。また小規模

目標 

達成 

目標 

達成 



 

経営課題５ 教育 

・健全な生活習慣の形成や多様

所や学校園、地域が連携して

がある。  

 

○主な具体的な取組内容  

【５－１ 教育コミュニティの

①  はぐくみネットを核とした

 

②  特色ある学校づくりの支援

 

 

•①区役所の支援が
子どもたちを育んでいく
じる人の割合：60

業績目標

•①100％

•教育委員会事務局

取組実績

•①区職員が協力した

業績目標

•①16回

•校長会等での意見交換

•学校からの要請で

取組実績

3 

多様な体験ができる環境づくりのためには、

して、子どもや学校を支える教育コミュニティを

コミュニティの発展、学校と区役所の連携】 

とした学校支援のネットワークの活性化支援〔

支援〔予算額 － 〕   

が、地域や地域と保護者の連携による学校支援
んでいく活動や仕組みづくりにプラスになっていると
60％以上（意見交換会・勉強会の出席者アンケート

教育委員会事務局とも連携し、大学教授を交えた交流会を

した土曜授業等の実施回数：11回

意見交換：27回

で、9小学校で16回、防犯・防災等の授業
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、家庭はもとより保育

コミュニティを発展させる必要

活性化支援〔予算額 200千円〕  

 

 

学校支援によって
みづくりにプラスになっていると感

アンケート）

を3回開催

授業を実施した。

目標 

達成 

目標 

達成 


